
 

 

News Release 

（単位：千ﾄﾝ、％）

扱  別 品     目 本年実績 前年実績 増減 前年比

農 産品 ・青 果物 1,676 1,792 -116 93.5%

化 学 工 業 品 1,600 1,846 -246 86.7%

化 学 薬 品 1,230 1,371 -141 89.7%

食 料 工 業 品 3,027 3,412 -385 88.7%

紙 ・ パ ル プ 2,107 2,545 -438 82.8%

コンテナ 他 工 業 品 1,348 1,471 -123 91.6%

積 合 せ 貨 物 2,875 2,870 5 100.2%

自 動 車 部 品 745 890 -145 83.8%

家 電・ 情報 機器 330 396 -66 83.2%

エ コ 関 連 物 資 623 589 34 105.7%

そ の 他 3,278 3,585 -307  91.4%

コ ン テ ナ 計 18,838 20,768 -1,930 90.7%

石 油 5,563 5,914 -351 94.1%

セ メ ント ・石灰石 1,357 1,393 -36 97.4%

車　　　扱 車 両 834 873 -39 95.5%

そ の 他 400 593 -193 67.3%

車 扱 計 8,153 8,774 -621 92.9%

26,991 29,543 -2,552 91.4%

（車扱の品目別輸送量は社線発送トン数も含む数値、本年は速報値、前年は確報値）

合　　　　　　　計

２０２１年４月１４日 

 

２０２０年度 輸送実績（速報） 

１．輸送概況 

コンテナは、新型コロナウイルス感染症に伴う年度を通じた需要低迷に加え、「令和 2年

7月豪雨」による熊本～鹿児島間の長期不通、北日本・日本海側地区を中心とした暴風雪に

伴う津軽線等の断続的不通の影響もあり、積合せ貨物・エコ関連物資を除く全ての品目で前

年を下回る結果となった。 

紙・パルプが販売不振に伴う生産調整の継続で大幅減となったほか、食料工業品は、清涼

飲料水・ビール類の全国的な販売不振や生産拠点の変更等もあり低調に推移した。また、タ

イヤ用・製紙用樹脂等の需要低迷を受けた化学工業品・化学薬品、自動車販売台数の減少を

受けた自動車部品は前年を下回った。一方、積合せ貨物はモーダルシフト進展及び巣ごもり

需要による ECの拡大もあり堅調に推移したほか、エコ関連物資は、焼却灰等の輸送が順調

で前年を上回った。その結果、コンテナ全体では前年比 90.7％となった。 

 車扱は、主に外出自粛に伴うガソリン需要の減少により低調に推移し、車扱全体では前年

比 92.9％となった。 

コンテナ・車扱の合計では、前年比 91.4％となった。 

 

２．輸送実績 

（単位：千ﾄﾝ、％）

種別

扱別 本年実績 前年実績 前年比

コンテナ 18,838 20,768 90.7%

車    扱 8,153 8,774 92.9%

合　  計 26,991 29,543 91.4%

2020年度計

 

 

３．品目別輸送実績表 

 


